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令和６年度第１回国民健康保険運営協議会

令和７年度国民健康保険事業費納付金の算定について



〇 事業費納付金の概要

１

国民健康保険事業費納付金
・県が市町村から徴収するもの。徴収する金額は県が算定する。
・各市町村は、徴収される納付金額を踏まえて国保税率を決定する。
※納付金と国保税収納額（調定額）は単純な相関関係にはありませんが、納付金と国保税収納額の差額は個別市町村向け国公費等に
より賄われており、医療費の増加等の要因により納付金が増加することで、国保税の増加要因となります。

資料：厚生労働省

スケジュール(R7納付金の場合)

R6.11 仮算定(国仮係数による算定)

R6.12 本算定(国確定係数による算定)

R7.8～R8.3 納付金徴収・納付

R7.1 納付金額決定・公表



〇 Ｒ７仮算定(国から示された仮係数による算定)の概要

支 出収 入

2

納付金総額の算出の流れ
納付金総額 ＝ 支出 － 収入（納付金総額を除く）

⑦ （ ① ＋ ② ＋ ③ ） （ ④ ＋ ⑤ ＋ ⑥ ）

医療費のうち、保険者が負担す
るもの。

過年度の医療費実績及び医療費
の伸び率による算出。

後期高齢者医療制度との負担調
整のため、社会保障診療報酬支
払基金へ支払うもの。
国係数による算出。

介護保険制度との負担調整のた
め、社会保障診療報酬支払基金
へ支払うもの。
国係数による算出。

後期高齢者医療制度との負担調
整のため、社会保障診療報酬支
払基金から交付されるもの。
国係数による算出。

国や県一般財源から交付される
もの。

国係数及び①保険給付費による
算出。

納付金額を軽減するため県保有の
財政安定化基金からの取崩し分。
→今回の算定で取崩しなし。

①保険給付費
816億円

②後期高齢者支援金
155億円

③介護納付金 51億円

④前期高齢者交付金
434億円

（うち13億3,700万円は留保）

⑤公費等
324億円

⑥基金 0円

⑦納付金総額
277億円



〇 Ｒ７納付金額(仮算定結果※)
・納付金総額 27,701,685,507円

（昨年度比▲238,577,147円） 被保険数の減少による医療費総額の減少

・1人あたり納付金額 130,776円
（昨年度比＋5,012円） 医療の高度化及び高齢化による１人あたり保険給付費の増加
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3※（留意事項）実際の納付金額は本算定(12月末)の結果によるため、仮算定結果と異なる。

（推計）


